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5月1日現在

人　口 7，312（一2）

男 3，602（一17）

女 3，710（＋15〉1

世帯数 1，686（十5）

響

カッコ内は前月との比較

袴

一
　　三　　　　…≡
』　　＿置」＝　＝二　　三　　　　　　　一
　　　　＝＝二＝「聯．
　　ニ　ニ　　　　　　　　　　　嚇

　　　　　　　＝＝二ご　　　　　　　　　　　　　　二
　　『＝二＝二二＝＝　』＝

，一二　『　　　　　　　　　　　　　＝＝

一　　励一
血5磁3一メマ

　　第314号
　　　　　　む　　ハ　ユ　へ　　

ド　発行所
51新潟県中魚沼郡
レ

！中里村公民舘

蝋
・毎月1回15日1ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

1定価　1部　5円：
」＿＿＿＿＿＿＿、一＿＿＿＿＿＿＿＿＿4

森
上
遺
跡
の
遺
物

　
　
　
　
　
　
整
理
作
業
進
む
！

　
昨
年
八
月
、
高
道
山
地
区
圃
場
整

備
事
業
の
実
施
に
伴
な
い
、
同
地
内

森
上
遺
跡
の
発
堀
調
査
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
発
堀
調
査
に
よ
っ

て
出
土
し
た
土
器
等
は
、
貝
野
、
本

屋
敷
部
落
の
貝
野
支
所
に
集
め
て
、

整
理
作
業
が
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す

　
整
理
作
業
は
、
よ
ご
れ
を
落
し
た

の
ち
に
、
グ
リ
ッ
ト
番
号
や
、
土
器

石
器
等
別
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
復
元

で
き
る
土
器
に
つ
い
て
は
、
土
器
片

曇
献
探
協
信
誇
κ
鯉
楠
●

　
近
年
の
高
校
進
学
率
は
、
め
ざ
ま

し
い
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
っ
て
、
定
時
制
高
校
へ
の
進
学
者

が
減
り
、
定
時
制
高
校
の
使
命
が
お

わ
っ
た
と
す
る
人
た
ち
も
い
る
。
事

実
、
県
内
の
定
時
制
高
校
は
、
年
ご

と
に
全
日
制
へ
移
行
す
る
数
が
増
加

し
て
い
る
。
十
日
町
高
校
も
か
つ
て

四
つ
の
分
校
を
も
ち
な
が
ら
、
仙
田

分
校
も
廃
止
、
本
年
千
手
分
校
が
全

日
制
へ
移
行
し
た
。
入
学
者
の
減
少

に
ょ
っ

て
、
田
沢
分
校
も
幾
度
か
廃

校
の
話
が
出
た
。

　
十
日
町
高
校
田
沢
分
校
は
、
創
立

以
来
二
十
二
年
、
今
だ
に
独
立
校
舎

を
も
た
ず
、
そ
の
存
在
を
中
学
生
の

間
で
知
ら
な
い
も
の
が
い
る
。
し
か

も
、
村
民
の
間
で
の
評
判
は
必
ず
し

も
よ
い
も
の
と
は
い
え
ず
、
　
「
不
良

高
校
生
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た

さ
れ
、
セ
メ
ダ
イ
ン
付
け
さ
れ
ま
す

つ
づ
い
て
破
片
が
な
く
、
空
臼
に
な

　
っ
て
い
る
部
分
に
石
膏
が
つ
め
ら
れ

石
膏
に
紋
様
が
き
ざ
ま
れ
着
色
さ
れ

て
完
形
の
土
器
が
で
き
あ
が
る
わ
け

で
す
。

　
現
在
、
写
真
の
よ
う
な
完
形
土
器

が
何
個
か
復
元
さ
れ
て
あ
り
ま
す
が

最
終
的
に
は
約
三
十
～
四
十
個
位
で

き
る
予
定
で
す
。

　
整
理
作
業
は
、
一
応
六
月
い
っ
ぱ

い
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
こ
れ

ぽ
ヤ
ゴ
じ
じ
ご
ご
さ
ぐ
ち
ヲ
ロ
リ
ご
ロ
ヘ
ヲ
ニ
の
ロ
ノ
し

り
、
父
母
の
間
に
、
田
沢
分
校
ア
レ

ル
ギ
：
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と

も
耳
に
す
る
。

　
田
沢
分
校
は
、
こ
の
中
で
、
昭
和

二
十
七
年
第
一
回
の
卒
業
生
を
出
し

て
以
来
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
四
百

六
十
六
名
の
卒
業
生
を
世
に
お
く
っ

購
鑛

び
禺
の
遺
懸
縫

跡
の
関
係
等

を
知
る
・
つ
え

で
貴
重
な
資

料
と
な
る
だ

ろ
う
と
い
わ
欝
灘
臨

雑
轟
麗
－

鶴
継
．

探
謡

り
ま
す
。
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確
実
に
村
外
へ
出
た
で
あ
ろ
う
。
こ

う
い
う
意
味
で
、
中
里
村
に
お
け
る

本
校
の
も
つ
使
命
を
痛
感
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

　
本
年
、
田
沢
分
校
の
入
学
生
は
、

十
九
名
に
達
し
、
総
数
六
十
六
名
と

な
り
昨
年
の
同
期
を
二
名
上
ま
わ
っ

十
高
田
沢
分
校
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
分
校
教
諭
高
橋

た
。
当
校
の
卒
業
生
が
、
村
内
各
地

に
中
堅
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
．
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
五
百
名
と
い
え
ば
、

村
人
口
の
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め

小
さ
い
な
が
ら
も
長
い
歴
史
を
も
つ

田
沢
分
校
の
重
み
を
感
じ
て
い
る
。

こ
こ
に
田
沢
分
校
が
存
在
し
な
か
っ

た
ら
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
多
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実

た
。
生
徒
数
が
前
年
度
を
上
ま
わ
っ

た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
以
来
で
あ

り
、
関
係
者
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
い
る

た
だ
、
こ
の
傾
向
が
来
年
以
降
ず
っ

と
続
く
と
は
だ
れ
も
保
証
で
き
な
い

か
つ
て
百
名
を
こ
え
て
い
た
田
沢
分

校
は
、
こ
れ
か
ら
さ
き
必
ず
や
減
少

し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
生
徒
減
少
に

・
9
●
ー
，
＝
⊃
覧
・
・
～
ノ
●
●
・
，
～
凪
3

よ
る
教
育
活
動
へ
の
支
障
は
筆
舌
に

尽
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て

私
た
ち
は
そ
の
廃
校
の
日
の
来
た
る

を
お
そ
れ
る
。

　
田
沢
分
校
の
将
来
を
ど
う
す
る
か

こ
れ
は
関
係
者
だ
け
の
問
題
で
な
く

村
民
す
べ
て
の
問
題
と
し
て
考
え
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
夜
間
定
時
制

と
し
て
、
充
実
、
発
展
の
方
向
を
と

る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
昼
間
制
へ
と

移
行
し
て
ゆ
く
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
そ
の
対
策
の
急
な
る
こ
と
を
訴
え

る
も
の
で
あ
る
。

　
お
わ
り
に
、
本
校
に
対
す
る
村
民

の
援
助
励
ま
し
に
感
謝
す
る
と
と
む

に
、
当
校
へ
の
意
見
や
御
叱
り
を
ど

ん
ど
ん
お
寄
せ
下
さ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
職
員
も
、
田
沢

分
校
の
発
展
に
微
力
を
つ
く
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

出
稼
ぎ
者
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

　
出
稼
ぎ
者
の
健
康
診
断
で
、
一
次

検
診
の
結
果
医
師
に
必
要
と
認
め
ら

れ
た
方
は
、
二
次
検
診
を
受
け
て
下

さ
い
。

　
日
時
擁
六
月
二
十
八
日

会
場
”
中
里
村
農
協
稚
蚕
共
同
飼

育
所
（
役
場
裏
）

時
間
爬
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
　
；
社
会
課
…

各
地
で
敬
老
会
開
か
れ
る

　
今
年
度
の
敬
老
会
は
四
月
二
十
三

日
の
貝
野
地
区
を
か
わ
き
り
に
、
村

内
六
ケ
所
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
対
象
者
は
六
百
七
十
四

人
。
会
場
に
集
る
人
々
の
明
る
い
顔

に
は
、
、
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た

様
子
が
感
じ
ら
れ
た
。

今
年
八
十
八
才
の
米
寿
表
彰
を
う

け
た
方
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
村
山
カ
ツ
（
田
沢
本
村
）

　
　
竹
藤
藤
士
・
（
如
来
寺
〉

　
　
樋
口
仁
次
郎
（
干
溝
）

　
　
斉
藤
音
松
（
通
り
山
）

　
大
ロ
ト
モ
（
重
地
）
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今
年
は
、

村
に
学
校
が
で
き
て
か

れ
、
全
国
を
八
大
学
区
に
分
け
、
各

院
や
空
宅
を
利
用
し
て
学
問
所
を
つ

っ
た
村
山
孝
三
氏
の
住
宅
を
譲
り
う

な
か
っ
た
。
学
校
の
建
築
は
勿
論
の

土
地
の
状
況
に
よ

ら
百
年
目
に
当
る
。

こ
の
間
、
多
く

大
学
区
に
大
学
一
を
お
き
、
更
に
一

く
り
、
少
年
等
を
誘
い
あ
わ
せ
、
せ

け
、
富
井
邦
彦
氏
よ
り
提
供
さ
れ
た

こ
と
教
師
の
給
料
、
学
用
品
の
調
達

他
の
物
件
で
も
よ

の
制
度
改
正
が
な
さ
れ
て
今
日
に
至

大
学
区
を
分
け
て
、
三
十
二
中
学
区

め
て
県
布
告
や
官
庁
布
達
類
の
読
み

上
地
に
校
舎
を
建
築
し
た
。
そ
し
て

な
ど
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

以
上
の
就
学
児
童

っ
で
い
る
。

と
し
て
各
区
に
中
学
一
を
置
き
、
一

方
と
、
人
民
が
用
務
を
達
せ
ら
れ
る

割
野
校
、
十
ニ
ノ
木
校
、
田
沢
校
、

諸
費
用
の
支
出
に
見
合
せ
て
不
足
金

人
は
全
額
、
そ
の
仙

で
は
こ
の
百
年
の
間
、

義
務
教
育

中
学
区
を
ま
た
二
百
十
小
学
区
に
分

程
度
で
も
修
得
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に

高
道
山
校
、
角
間
校
は
こ
れ
に
附
属

は
「
区
中
便
宣
之
手
ヲ
補
フ
オ
以
ツ

と
あ
る
。
更
に
ニ
ム

は
ど
ん
な
道
を
た
ど
っ
で
き
た
の
か

け
て
各
区
小
学
校
」
．
を
置
ぐ
と
い
う

よ
ろ
し
い
。
学
制
実
施
の
こ
と
は
、

し
て
い
た
。
又
貝
野
村
は
小
四
区
貝

テ
目
的
ト
ス
ベ
シ
」
と
い
う
布
令
で

「
親
は
小
ど
も
濡

村
の
学
校
を
中
心
と
し
、

手
元
の
資

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
国
民
す

今
日
の
一
大
急
務
で
あ
る
か
ら
、
戸

野
校
に
、
倉
俣
校
は
小
六
区
秋
成
校

学
区
に
お
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
を

」
と
し
、
父
母
及
．

料
、
各
種
文
献
、
学
校
沿
革
史
な
と

べ
て
が
、
教
育
を
受
け
る
義
務
を
も

長
は
、
地
元
有
志
と
相
談
し
、
六
年

に
属
し
た
。

原
則
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
学
校
経

等
順
序
を
定
め
混

を
綴
り
合
せ
、

明
治
年
問
に
お
け
る

つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
月
十
五
日
ま
で
に
具
体
的
に
学
区

文
部
省
年
報
七
年
の
新
潟
県
（
公

費
は
す
べ
て
租
税
、
寄
附
金
、
積
立

就
学
に
関
す
る
費
m

足
ど
り
を
ま
と
め
て
み
た
。

柏
崎
県
で
は
、
学
制
が
発
布
さ
れ

学
校
の
設
け
方
を
県
庁
へ
申
し
出
る

立
）
小
学
校
一
覧
表
に
次
の
よ
う
に

金
、
授
業
料
等
を
も
っ
て
学
校
運
営

明
ら
か
に
し
た
。

｝

夫

こ
れ
は
、
．
当
村

る
と
と
も
に
、
管
内
各
地
の
行
政
責

よ
う
に
、
追
っ
て
上
級
役
人
の
巡
回

あ
る
。

を
図
っ
た
。
尚
、
積
立
金
、
授
業
料

年
三
月
市
町
村
楽

土
倉
部
落
の
「
か

任
者
で
あ
る
戸
長
に
、
学
制
の
伝
達

と
検
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
」
旨
を

第
五
中
学
区
貝
野
校
十
二
大
区
小

に
つ
い
て
は
三
月
小
学
例
記
で
、

則
を
定
め
、
そ
の

定

の
え
申
覚
」
即
ち

「
お
か
ね
さ
ま
」

と
、
そ
の
趣
旨
の
遵
奉
す
べ
き
こ
と

を
諭
告
し
た
が
、
学
区
設
定
に
は
積

述
べ
、
強
力
な
指
導
を
行
う
覚
悟
を

示
し
て
い
る
。

四
区
貝
野
村

設
立
明
治
七
年

①
資
本
金
に
つ
い
て
お
よ
そ
一
小
学

区
に
三
千
円
以
上
備
え
る
こ
と
。

の
状
況
二
依
リ
左

徴
収
額
ヲ
定
メ
覧

P桓

の
記
録
に
つ
け
加

極
的
で
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
柏
崎
県
は
六
年
六
月
十

教
員
四
人

区
中
の
住
民
は
、
そ
の
分
に
応
じ
て

受
ク
ベ
シ
」

、

え
る
べ
く
ま
と
め

文
部
省
の
学
区
設
定
方
の
督
促
に

日
廃
止
さ
れ
、
新
潟
県
官
下
と
な
っ

生
徒
男
百
八
十
五
人
　
女
五
人

金
品
を
拠
出
し
、
相
依
っ
て
学
校
の

高
等
小
学
校

4
た
も
の
の
う
ち
の

対
し
、
六
年
二
月
、
県
庁
か
ら
文
部

た
の
で
、
柏
崎
県
に
よ
る
学
制
実
施

主
任
津
端
守
真

維
持
、
保
護
を
は
か
る
こ
と
。

一
ケ
月
金
＋
銭
以

革
教
育
部
分
で
あ
る

し
か
し
、
ま
と
め

る
に
は
余
り
に
も

省
へ
の
上
申
に
「
現
在
で
は
地
券
調

査
な
ど
、
住
民
の
生
活
に
直
接
利
害

の
あ
る
問
題
が
起
っ
て
い
る
た
め
、

は
で
き
な
か
っ
た
。

六
年
四
月
学
区
変
更
が
あ
っ
て
新
潟

県
は
第
六
大
区
の
本
部
と
な
り
、
所

　
第
五
中
学
区
秋
成
校
十
二
大
区
小

六
区
秋
成
村

設
立
明
治
七
年

②
月
謝
金
に
つ
い
て
通
例
士
銭
五

厘
以
下
と
し
、
貧
困
で
納
入
で
き
な

い
者
に
は
一
部
、
又
は
全
部
の
免
除

尋
常
小
学
校

一
ケ
月
金
二
銭
以

第
三
条
学
校
，

沿
村
内
、
特
に
倉
俣

貝
野
村
関
係
の
資

料
が
な
く
、
こ
の

各
町
村
は
あ
げ
て
血
眼
に
な
る
ほ
ど

論
議
し
、
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

学
区
制
等
の
学
校
問
題
に
つ
い
て
は

属
県
は
新
潟
県
、
柏
崎
県
、
相
川
県

（
以
上
現
新
潟
県
）
置
賜
県
、
若
松

県
（
以
上
現
福
島
県
）
酒
田
県
（
現

教
員
五
人

生
徒
男
百
四
十
一
人
女
十
八
人

主
任
津
端
守
真

を
学
校
内
で
協
議
す
る
こ
と
と
布
達

し
て
い
る
。
授
業
料
に
つ
い
て
は
、

六
年
九
月
新
潟
県
の
小
学
校
設
定
方

出
席
停
止
全
月
蕪

ノ
授
業
料
全
額
、

ト
キ
ワ
其
ノ
半
額
ヲ

機
会
に
是
非
皆
様

強
い
て
手
を
下
す
こ
と
は
良
策
で
は

山
形
県
）
長
野
県
の
七
県
で
あ
っ
た

第
五
中
学
区
馬
場
校
十
二
大
区
小

法
の
う
ち
、
経
費
と
そ
の
財
源
に
つ

第
四
条
其
ノ

明缶学
方
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
資
料
の
御
提

供
を
い
た
だ
き
た

く
、
掲
載
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

な
い
か
ら
、
こ
の
事
の
終
了
も
近
い

の
で
、
そ
の
時
に
人
民
に
相
談
す
る

方
が
よ
い
」
旨
を
述
べ
、
現
在
で
は

学
区
の
設
定
、
学
校
の
設
立
は
で
き

な
い
と
い
っ
て
い
る
。
学
区
の
設
定

は
、
簡
単
に
運
ば
な
い
と
判
断
し
た

　
六
月
柏
崎
県
は
廃
止
さ
れ
新
潟
県

に
合
併
、
更
に
相
川
県
を
も
併
せ
、

今
の
東
蒲
原
郡
を
余
く
現
在
の
新
潟

県
が
で
き
、
二
十
五
大
区
と
な
し
、

初
代
県
令
に
楠
木
正
隆
が
任
ぜ
ら
れ

て
来
た
。

七
区
馬
場
村

設
立
明
治
七
年

教
員
二
人

　
生
徒
男
七
十
四
人
女
四
人

主
任
富
井
邦
彦

注
秋
成
校
は
明
治
八
年
中
深
見
校
と

い
て
授
業
料
の
規
定
が
あ
り
、
そ
の

規
準
は
資
産
度
に
よ
り
上
、
中
、
下

に
分
け
て
次
の
通
り
と
定
め
て
い
る

月
謝
上
等
戸
十
二
銭
五
厘

　
　
　
中
等
戸
　
七
銭
五
厘

　
　
　
下
等
戸
　
三
銭
七
厘
五
毛

多
…
…
…
．
…
・
・
5

　
　
婦
＾

郵
便
局
で
は
、

の
郵
便
貯
金
婦
人

明
治
五
年
八
月
、

　
　
　
　
　
　
　
太
政
官
（
政
府

）
布
告
を
も
っ
て
「
印
砺
映
懲
門
綴

緻
嬰
牲
難
子
舞

様
子
が
み
え
る
。

　
反
面
、
五
月
、
管
下
大
区
長
に
、

県
布
達
で
「
学
制
実
施
は
、
追
々
行

う
が
、
一
こ
の
ま
ま
で
は
文
盲
が
増
え

　
七
年
各
区
に
小
学
校
を
設
置
す
べ

き
と
の
令
に
よ
り
、
馬
場
村
に
あ
っ

た
汎
愛
村
校
（
明
治
四
年
七
月
開
校

馬
場
校
の
前
身
）
を
「
新
潟
県
第
十

改
称
し
た
。

．
当
時
の
学
校
は
上
等
四
年
八
級
、

下
等
四
年
八
級
と
し
、
修
業
年
限
は

八
年
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
明
治

十
九
年
に
な
っ
て
十
一
月
小
学
校
学

資
規
程
を
制
定
し
授
業
料
の
基
準
を

定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
家
庭

の
資
産
に
よ
っ
て
差
等
を
設
け
る
事

し
ま
す
。

一
、
依
頼
事
項
髄

ン
ケ
ー
ト
（
任
期

回
答
し
て
い
た
だ

　
、
く

家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん

る
か
ら
、
や
は
り
学
問
所
を
つ
く
る

二
大
区
小
七
区
小
学
」
の
名
称
で
移

十
一
年
に
上
、
下
各
ニ
ケ
年
計
四
ケ

を
前
提
と
し
、
尋
常
小
学
校
は
一
人

要
望
を
提
出
し
て

こ
と
を
期
す
」

と
い
う
。

必
要
が
あ
る
。
小
区
に
は
、
お
よ
そ

行
、
十
月
よ
り
太
田
培
稼
宅
の
一
隅

年
に
短
縮
し
た
。
）
又
学
校
の
維
持
、

月
額
五
銭
な
い
し
三
銭
、
高
等
小
学

二
、
応
募
資
格
“

か
な
ず
き
の

「
学
制
」
が
発
布
さ

五
百
戸
に
学
問
所
一
ケ
所
と
し
、
寺

に
移
り
、
翌
八
年
田
沢
村
庄
屋
で
あ

運
営
よ
す
べ
て
村
が
な
さ
ね
ま
な
ら

校
は
二
十
銭
な
い
し
七
十
銭
と
し
、

し
て
い
る
二
十
歳

。
又
一
家
二
人

そ
の
他
は
半
額
と
す
る

「
親
は
小
と
も
を
保
護
す
べ
き
も
の

　
　
　
父
母
及
び
戸
主
、
後
見
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他

そ
し
て
翌
二
十
五

そ
の
第
二
条
で
「
土
地

　
　
　
　
．
字
校
ノ
休
業
若
シ
ク
ワ

出
席
停
止
全
月
に
渉
ル
ト
キ
ワ
其
月

　
　
　
　
　
　
半
月
以
上
二
渉
ル

　
　
　
　
其
ノ
月
十
六
日
以
後
二

　
　
　
　
　
多
三
…
…
…
…
・
多

　
　
　
　
　
　
　
　
モ
一
一

郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度

の
郵
便
貯
金
婦
人
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　
　
依
頼
事
項
髄
郵
政
省
か
ら
の
ア

　
　
　
　
（
任
期
中
三
回
程
度
）
に

回
答
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
随
時
意
見

要
望
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
、
応
募
資
格
“
郵
便
貯
金
を
利
用

入
学
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
授
業
料
ノ
半
額

ヲ
徴
収
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
第
五
条
　
生
徒
自
己
ノ
都
合
ニ
ヨ

リ
欠
席
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
一
ケ
月
以
上

三
旦
ル
モ
授
業
料
の
全
額
ヲ
納
ム
ル

モ
ノ
ト
ス
。
但
シ
市
参
事
会
、
町
村

長
若
ス
ク
ハ
組
合
長
、
又
ハ
其
ノ
情

状
ニ
ョ
リ
之
ヲ
免
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
第
六
条
　
一
家
二
二
人
以
上
入
学

ス
ル
モ
ノ
、
授
業
料
ハ
一
人
全
額
、

　ソノ

他
ハ
半
額
迄
二
減
ズ
ル
コ
ト
ヲ

得
。

　
腎
第
七
条
　
学
校
基
本
金
ノ
利
子
及

ビ
寄
附
金
ヲ
以
テ
小
学
校
経
費
ヲ
支

弁
シ
得
ル
市
町
村
ハ
、
授
業
料
ヲ
徴

収
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
。

　
こ
と
と
し
更
に
明
治
三
十
三
年
八
月

　
の
小
学
校
令
改
正
で
「
市
町
村
立
尋

　
常
小
学
校
二
於
テ
ハ
授
業
料
ヲ
徴
収

　
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
但
シ
補
修
料
ハ

　
此
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ
ス
」
と
さ
れ
、
徴

　
収
す
る
時
は
知
事
の
認
可
を
必
要
と

　
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
下
六
月
号

・
■
…
…
…
3
多
三
・
…
…
…
・
♪
2
7
．
．
．
…
…
臼
．
9
，

タ
ー
募
集

　
三
、
謝
礼
“
三
千
円
と
記
念
品
。

　
四
、
応
募
人
員
”
信
越
管
内
九
十
五

　
人
。
，

　
五
、
任
期
“
依
頼
の
日
（
七
月
一
日

の
予
定
）
か
ら
来
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
ゅ

六
、
応
募
締
切
り
”
五
月
三
十
一
日

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
郵
便
局
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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老
人
ク
ラ
ブ
で
工
芸
展

　
去
る
二
日
、
中
里
村
共
同
稚
蚕
飼

育
所
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
工
芸
展
が
開

催
さ
れ
た
。
今
年
で
三
年
目
を
迎
え

た
工
芸
展
に
は
、
村
内
十
四
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
ワ
ラ
工
品
、
竹
細
工
、

手
芸
品
、
書
画
、
そ
の
他
熊
の
毛
皮

リ
ス
の
剥
製
な
ど
の
逸
品
を
含
め
て

約
三
百
点
が
出
品
さ
れ
た
。

即
売
会
を
か
ね
た
こ
の
工
芸
展
、
最

近
の
民
芸
品
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
か

り
チ
き
き
ホ
チ
チ
チ
モ
サ
き
る

　
　
就
任
の
あ

緑
萌
え
、
風
薫
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
四
十
九
年
度
中
里
村
青

年
会
定
期
総
合
に
お
い
て
、
青
年
会

長
に
選
出
さ
れ
今
年
一
年
間
4
れ
を

努
め
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
青
年
団
運
動
の
長
い
歴
史
の
中

に
あ
っ
て
、
か
っ
て
は
各
部
落
、
支

部
に
よ
り
成
り
立
ち
青
年
唯
一
の
出

合
い
の
場
で
あ
り
、
多
目
的
集
団
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
青
年
団

運
動
も
、
月
日
の
流
れ
の
中
で
町
々

の
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
発
展
と
共
に
、

青
年
の
動
向
も
大
き
く
変
化
を
遂
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
職
業
の
多
様
化

も
又
青
年
団
内
の
職
業
構
成
の
複
雑

村
外
の
買
い
手
も
集
っ
て
、
展
示
品

の
大
部
分
が
午
前
中
に
買
い
上
げ
ら
・

れ
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
に
は
、
会
場

に
集
っ
た
会
員
も
び
っ
く
り
。

「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
行
き

て
で
も
、
年
寄
り
し
ょ
の
仕
事
だ
ん

だ
ん
が
あ
ん
ま
り
い
っ
ぺ
作
ら
ん
ね

で
の
」
と
い
う
高
橋
会
長
の
話
し
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
続
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

い
さ
つ

鈴
　
木
　
邦
　
俊

さ
を
呼
び
起
し
、
一
時
期
青
年
団
運

動
の
停
滞
を
招
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
目
的
集
団
と
し
て
、
青
年

の
生
活
の
向
上
を
活
動
の
基
本
と
し

て
現
在
に
至
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
青
年
の
生
活
の
向
上
と
は
、

qD
青
年
の
内
面
的
間
題
と
し
て
自
ら

を
高
め
る
、
⑭
外
面
的
問
題
と
し
て

青
年
を
取
り
ま
く
社
会
の
発
展
に
尽

す
、
そ
し
て
こ
れ
う
の
上
に
組
織
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
が
青
年
会
の
活
動
の
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
妻
有
の
里
の
こ

の
村
が
豊
か
な
明
る
い
村
と
な
る
こ

と
が
私
達
青
年
会
員
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
　
“
村
に
生
き

る
”
青
年
達
に
何
よ
り
も
大
き
な
力

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
、
文
学
、
社
会
科
学
、
趣

魑
味
の
活
動
、
料
理
教
室
、
昨
年
学
校

の
先
生
の
御
協
力
に
よ
り
開
か
れ
た

簿
記
講
座
等
、
今
年
も
会
員
の
要
求

に
基
き
会
員
外
の
青
年
の
参
加
も
募

り
豊
か
な
活
動
を
展
開
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
年
は
長
年
の
夢

で
あ
り
ま
し
た
総
合
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
れ
を
記

．
念
し
て
の
大
規
模
な
村
民
祭
を
企
画

村
の
実
態
調
査
、
青
年
の
意
識
調
査

を
も
含
め
た
青
年
文
集
の
発
行
、
火

平
洋
側
と
の
姉
妹
青
年
団
の
締
結
、

新
潟
県
連
合
青
年
団
へ
の
加
入
も
定

期
総
会
で
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

従
来
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
「
青

年
の
瞳
に
輝
き
を
」
が
ら
「
青
年
の

活
動
が
明
る
い
地
域
社
会
を
作
り
出

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
全
会
員

と
共
に
精
一
杯
努
力
致
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

ど
う
か
青
年
会
員
の
活
動
を
暖
か
く

見
守
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
す

る
と
共
に
、
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
鞭

健
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

匹
学
校
開
放
口

あ
な
た
も
ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
　
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

現
在
の
中
里
村

で
は
一
般
住
民
の

た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
設
備
が
不

充
分
で
、
思
う
様

な
運
動
が
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
学

校
の
施
設
を
開
放

し
、
学
校
教
育
に

す
。
尚
学
校
施
設
利
用
の
際
は
．
次
の

棄寸り

ま
し
ょ
う
。

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
へ
の
車
輔
乗
り
入

れ
禁
止

○
タ
、
、
ハ
コ
の
す
い
が
ら
等
の
火
気
に

注
意
す
る
事
。

そ
し
て
使
用
の
後
に
は
必
ず
「
学
校

開
放
日
誌
」
仁
記
入
し
て
下
さ
い
。

支
障
の
な
い
範
囲
で
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
開
放
さ

れ
る
施
設
、
日
時
等
が
下
記
の
通
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
下
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
ず
れ
の

施
設
を
利
用
す
る
事
も
で
き
ま
す
が

職
場
団
体
や
、
サ
ー
ク
ル
で
継
続
的

に
使
用
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

公
民
館
に
「
利
用
者
団
体
登
録
申
請

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
を
提
出
し
な
い
と
、
施
設
を
利

用
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
一
時

的
な
利
用
の
場
合
峡
使
用
す
る
月

の
前
月
の
二
五
日
ま
で
に
「
使
用
許

可
申
請
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
請
書
類
は
公
民
館
に
あ
り
ま

　
い
つ
と
は
知
ら
ぬ
う
ち
に
青
葉
が

ヨ
に
し
み
る
ほ
ど
に
な
り
ヤ
ぜ
　
に

ゆ
っ
く
り
と
ゆ
れ
る
　
の
ぼ
り
に
っ

　
の
　
ヒ
を
　
じ
な
が
ら
　
つ
い
さ
ド

ニ
　
ド
ニ
　
も
コ
ロ
ぎ
ロ
こ
し
し
ニ
ご
ニ
こ
も
ニ
ニ
ぽ
ニ
じ
じ
　
リ
ニ
ゴ
ニ
じ
も
ぽ
ど
ご

　
　
季
節
保
育

学校施設名 開放の定日 時　　　　　　　　　　　間

田沢小体育館 1週3副人木i二曜
6時～9時30分（4月～9月）
6日寺30分～9日寺30ラ）』　（10月～3月）

田沢中体育館 1週3回タ卿瑚祉
癖務鱒壽、6券｛識レ

田沢中グラウンド 1週7回日～1二曜
朧あ朧、，（1な會甥纏！、範

覇　で（月～1；曜の朝方）
　8時ま、マ（日曜日、

倉俣中体育館 1週2回火金躍 7時～9時30分

倉俣中グラウンド 1週7回日～土曜 鷺騨聯券曙㍉、曜）

貝野中体育館 1週2回月金躍 7時～9時執）分

　
も
の
　
ニ
ヨ
も
　
　
じ
ニ
ヨ
て
じ
の
リ
ロ
ヨ
こ
の
ロ
ロ
　
ニ
　
じ
ヨ
ロ
　
し
ヨ
ニ
ロ

所
開
設

っ
き
ま
で
そ
こ
に
冬
が
あ
っ
た
事
な

ど
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
、
さ
わ
や

か
な
五
月
。
こ
の
春
の
さ
わ
や
か
さ

の
中
で
去
る
一
日
貝
野
、
白
羽
毛
酒

倉
俣
、
清
津
峡
各
地

で
僻
地
保
育
所
が
開

設
さ
れ
、
四
地
区
で

百
二
十
一
名
の
子
供

達
が
入
園
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
十
一
月
ま

で
の
七
ケ
月
間
を
事

故
な
く
、
病
気
な
く

．
元
気
で
友
達
と
遊
び

回
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。金

一
封
を
寄
附

　
　
宮
中
の

　
　
　
士
・
楽
正
平
さ
ん

昨
年
の
秋
、
宮
中
堰
堤
の
沈
砂
地

に
自
動
車
が
転
落
す
る
と
い
う
事
故

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
救
助
活

動
に
活
躍
し
て
十
日
町
警
察
署
長
か

ら
金
一
封
の
表
彰
を
受
け
た
宮
中
の

吉
楽
正
平
さ
ん
が
、
そ
の
お
金
を
こ

の
ほ
ど
村
の
社
ム
．
亟
福
祉
協
議
会
に
寄

附
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
大
山
田

　
　
　
ガ
ン
バ
レ

　
五
月
十
二
日
（
日
）
か
ら
大
相
撲

夏
場
所
（
東
京
・
蔵
前
国
技
館
）
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
三
月
、
時
津
風

部
屋
に
入
門
し
た
当
村
、
宮
中
部
落

山
田
俊
雄
さ
ん
の
四
男
昇
君
は
、
序

ノ
ロ
東
二
十
六
枚
目
に
、
大
山
田
と

い
う
し
こ
名
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た

郷
七
の
生
ん
だ
力
士
に
声
援
を
お
く

り
ま
し
よ
・
フ
。

写
真
は
こ
い
の
ぼ
り
を
手
に

持
っ
て
帰
る
園
児
達
。

精
身
薄
弱
児
（
者
）
に

　
　
手
帳
を
交
付

　
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
精
神
薄
弱

児
（
者
）
に
対
す
る
一
貫
し
た
指
導

相
談
を
児
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者

更
生
相
談
所
等
で
行
う
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て

い
る
各
種
の
援
助
措
置
（
例
え
ば
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
心
身
障
害
者

扶
養
共
済
、
所
得
税
、
住
民
税
の
諸

控除及び

減
免
税
、
N
H
K
の
受
診

料
の
免
除
な
ど
）
が
う
け
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
申
請
随
社
会
課
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
精
神
薄
弱
者
又
は
そ
の
保

護
者
は
印
鑑
を
も
っ
て
き
て
下
さ
い

　
交
付
対
象
者
n
手
帳
は
、
児
童
相

談
所
又
は
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談

所
に
お
い
て
、
精
神
薄
弱
と
判
｛
疋
さ

れ
た
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
課


